
判
例
研
究

職
業
訓
練
期
間
中

の
年
休
権
行
使

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｔ

（立
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
）
事
件

（最
高
裁
第
二
小
法
廷
平
成

一
二
年
三
月
三

一
日
判
決

・
労
働
判
例
七
八

一
号

一
八
頁
）

中

村

和

夫

は
じ
め
に

労
働
者
の
ゆ
と
り
の
必
要
性
を
声
高
に
主
張
す
る
ま
で
も
な
く
、
能
力
主

義

・
成
果
主
義
の
進
展
の
な
か
で
激
し
い
競
争
と
選
別
に
晒
さ
れ
て
い
る
労

働
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
切
実
な
実
感
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
労
働
者
の
可
処
分
時
間
の
増
大
や
、
余
暇
の
充
実
が

重
要
な
政
策
課
題
と
な↑
は
、
そ
の
意
味
か
ら
、
年
次
有
給
休
暇
制
度

（以
下
、

年
休
）
は
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
昭
和

職
業
訓
練
中
の
年
休
権
行
使

六
二
年
以
来
労
働
基
準
法
改
正
に
よ
る
労
働
時
間
短
縮
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一

環
と
し
て
、
年
体
の
法
改
革
の
制
度
整
備
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
環
境
整
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
休
の
取

得
率
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
つ
て
、
年
体
の
完
全
消
化
は
現
実
に
は

果
た
さ
れ
て
い
な
だ
。
こ
の
よ
う
な
年
体
の
取
得
が
完
全
に
行
わ
れ
て
い
な

い
原
因
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
え
に
企
業
側
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
蛤
だ
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
わ
が
国
企
業
は
、
企
業
間
競
争
を
背
景
と
し

た
経
営
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
慢
性
的
要
員
不
足
が
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
企

四
〇
三
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業
の
リ
ス
ト
ラ
策
や
新
た
な
人
事
処
遇
制
度
の
導
入
の
結
果
、
従
業
員

一
人

当
り
の
仕
事
量
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
結
果
を
招
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

企
業
環
境
の
も
と
で
は
、
年
休
取
得
は
事
実
上
困
難
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
年
休
に
関
し
て
、
労
基
法
は
、
労
働
者
の
時
季
指
定
が
行

わ
れ
る
と
、
使
用
者
は
、
請
求
さ
れ
た
時
季
に
年
体
を
与
え
る
こ
と
が

「事

業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
」
に
限
っ
て
、
他
の
時
季
に
こ
れ
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
、
時
季
変
更
権
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
立
場
を
と

っ

て
い
る
が

（労
基
法
二
九
条
四
項
但
書
）、
使
用
者
の
時
季
変
更
権
行
使
が

適
法
が
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
い
て
、
事
業
の
規
模
、

年
休
請
求
者
の
配
置
、
担
当
作
業
の
内
容

・
性
質
、
作
業
の
繁
閑
、
代
替
勤

務
者
補
充
の
難
易
、
休
暇
日
数
、
時
季
を
同
じ
く
し
て
請
求
し
た
者
の
人
数

な
ど
の
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
客
観
的

・
合
理
的
に
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
考
え
方
が
確
立
し
て
い
る
。
と
く
に
、
通
常
の
配
慮
を
す
れ

ば
、
代
替
勤
務
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
使
用
者
が
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
せ
ず
必
要
配
置
人
員
を
欠
い
た
と
し

て
も
、
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
と
す
る
立
場
を
示
し
て
お↑
は
ヽ
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
時
季
変
更
権
行

使
に
対
す
る
厳
格
な
判
断
基
準
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
企
業
側
の
事
情
に
よ
っ

て
年
体
の
取
得
が
で
き
に
く
い
現
実
を
考
慮
し
て
、
年
休
が
事
業
の
正
常
な

四
〇
四

運
営
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
場
合
で
も
そ
の
危
険
は
ま
ず
使
用
者
に
引
き

受
け
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
、
学
説
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

本
件
は
、
職
務
命
令
に
よ
り
参
加
し
て
い
た
研
修
期
間
中
に
お
け
る
年
休

権
行
使
が
認
め
ら
れ
る
か
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
時

季
変
更
権
行
使
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
裁
判
所
の
判
断
枠
組
み
に
照
ら
し
た

場
合
、
代
替
労
働
力
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
年
休
権
行
使
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

一　

事
件
の
概
要

本
件
被
上
告
人

（
一
審
原
告
）
は
、
昭
和
三
九
年
四
月

一
日
、
日
本
電
信

電
話
公
社
に
雇
用
さ
れ
、
平
成
元
年

一
一
月
当
時
、
日
本
電
信
電
話
公
社
の

一
切
の
権
利
及
び
義
務
を
承
継
し
て
昭
和
六
〇
年
四
月

一
日
に
設
立
さ
れ
た
、

上
告
人

（
一
審
被
告
）
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
、
電
話
の
自
動
交
換
、

中
継
を
主
た
る
業
務
と
す
る
立
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
に
お
い
て
、
電
話

交
換
機
の
保
守
を
担
当
す
る
交
換
課
に
勤
務
し
、
工
事
主
任
と
し
て
電
話
交

換
機
保
守
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
。
当
時
、
上
告
人
会
社
は
、
音
質
が
良

く
情
報
を
大
量
に
送
る
こ
と
が
で
き
通
話
線
以
外
の
共
通
線
を
利
用
す
る
こ



と
で
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ィ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
導

入
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
立
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
に
お
い
て
も
、

平
成
元
年
度
に
お
い
て
、
電
話
の
通
話
線
で
す
べ
て
を
賄
う
ア
ナ
ロ
グ
交
換

機
ユ
ニ
ッ
ト
四
台
に
対
し
て
、
デ
イ
ジ
タ
ル
交
換
機
ユ
ニ
ッ
ト
八
台
と
な

っ

て
お
り
、
そ
の
保
守
技
術
者
の
養
成
と
能
力
向
上
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
同
元
年

一
一
月

一
日
か
ら
同
月
二
九
日
ま
で
、
上
告
人
の
設
置
す
る

中
央
電
気
通
信
学
園
に
お
い
て
、
保
全
科
デ
ィ
ジ
タ
ル
交
換
機
応
用
班
の
訓

練

（以
下
、
本
件
訓
練
）
が
実
施
さ
れ
た
。
本
件
訓
練
は
、
デ
イ
ジ
タ
ル
交

換
機
の
故
障
解
析
及
び
異
常
時
の
回
復
措
置
に
必
要
な
高
度
な
知
識
、
技
能

を
修
得
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
、
デ
イ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
う
ち
通
話
用
の
交

換
機
に
つ
い
て
の
訓
練
で
あ

っ
た
が
、
右
交
換
機
の
保
守
の
際
に
共
通
線
信

号
装
置
の
処
理
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
共
通
線
理
解
の
た
め
六
時
限
の

講
義
時
間
が
充
て
ら
れ
て
い
た
。
上
告
人
会
社
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

集
合
訓
練
は
、
職
場
に
訓
練
で
学
ん
だ
技
術
等
を
持
ち
帰
り
、
職
場
内
で
活

用
す
る
と
い
う
意
味
合
い
を
持

っ
て
お
り
、
立
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
に

は
保
全
科
デ
ィ
ジ
タ
ル
交
換
機
応
用
班
の
訓
練
と
し
て
、
平
成
元
年
の
受
講

者
の
枠
は
本
件
訓
練
の
み
の
一
コ
ー
ス
一
名
分
し
か
割
り
当
て
ら
れ
ず
、
被

上
告
人
が
、
職
場
代
表
と
し
て
、
交
換
課
課
長
の
命
令
に
よ
り
本
件
訓
練
に

参
加
し
た
。職

業
訓
練
中
の
年
休
権
行
使

被
上
告
人
は
、
昭
和
六
二
年
に
通
信
産
業
労
働
組
合

（以
下
、
通
信
労
組
）

に
加
盟
し
、
中
央
執
行
委
員
に
選
任
さ
れ
る
等
し
て
い
た
が
、
平
成
元
年

一

一
月
二

一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
全
国
労
働
組
合
総
連
合

（全
労
連
）
結
成

大
会
に
傍
聴
者
と
し
て
通
信
労
組
か
ら
参
加
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
同
月

一
八
日
、
「共
通
線
信
号
処
理
」
の
講
義
四
時
限
が
予
定
さ
れ
て

い
た
二

一
日
に
つ
き
、
立
川
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
所
長
あ
て
の
組
合
休
暇

願
を
提
出
し
た
が
、
同
月
二
〇
日
午
後
三
時
頃
、
本
件
訓
練
中
は
組
合
休
暇

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
回
答
が
あ

つ
た
。
そ
こ
で
、
同
日
、
年
休

を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
上
告
人
会
社
は
、
時
季
変
更
権
を
行
使
し
、
こ
れ
に

対
し
て
、
被
上
告
人
は
、
同
月
二

一
日
、
本
件
訓
練
に
参
加
し
な
か
っ
た
。

上
告
人
会
社
は
、
平
成
元
年

一
二
月

一
九
日
、
被
上
告
人
に
対
し
、
本
件
訓

練
右
欠
席
は
無
断
欠
勤
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
人
の
就
業
規
則
所
定
の
懲
戒

事
由
で
あ
る

「上
長
の
命
令
に
服
さ
な
い
と
き
」
「職
場
規
律
に
違
反
す
る

行
為
の
あ

っ
た
と
き
」
に
該
当
す
る
と
し
て
、
け
ん
責
処
分
を
行
い
、
職
能

賃
金
の
定
期
昇
給
額
の
四
分
の
二
を
減
ず
る
と
と
も
に
、
同
日
分
の
賃
金
を

削
減
し
た
。
　

そ
こ
で
、
被
上
告
人
が
、
右
け
ん
責
処
分
の
無
効
確
認
と
右

カ
ッ
ト
分
の
賃
金
等
の
支
払
を
求
め
た
と
こ
ろ
、　
一
審

（東
京
地
裁
八
王
子

支
部
平
成
六
年
八
月
三

一
日
判
決

・
労
働
判
例
六
五
人
号
四
三
頁
）
は
、

「職
員
に
対
し
、
急
速
な
技
術
革
新
に
対
応
し
う
る
高
度
な
知
識
、
技
能
を

四
〇
五



法
政
研
究
五
巻

一
号

含
一〇
〇
〇
年
）

習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
職
場
内
教
育

（研
修
）
は
、
ま
さ

に
被
告
の
事
業
の
遂
行
上
必
要
な
業
務
で
あ
り
、
被
告
の
各
事
業
場
が
そ
の

業
務
の
遂
行
上
必
要
と
さ
れ
る
技
術
研
修
、
訓
練
に
所
属
職
員
を
参
加
さ
せ

る
こ
と
が
当
該
事
業
場
に
お
け
る
事
業
に
あ
た
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

ま
た
、
『研
修
』
と
い
う
業
務
の
性
格
上
、
そ
の
業
務
が
非
代
替
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
も
論
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
事
業

場
に
お
い
て
特
定
の
職
員
を
指
名
し
て
右
の
技
術
研
修
な
い
し
訓
練
に
参
加

さ
せ
る
こ
と
は
、
当
該
職
員
に
対
し
非
代
替
的
な
業
務
の
遂
行
を
命
じ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
研
修
を
命
じ
ら
れ
た
職
員
が
、
研
修
期
間
内
に
年
休

を
取
得
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
客
観
的
に
そ
の
所
属
事
業
場
に
お
け

る
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
被
告
に
お

い
て
時
季
変
更
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」
「原
告
が
、
本
件
訓
練
に
出
席
す
る
こ
と
は
、
立
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
の
代
表
と
し
て
の
非
代
替
的
な
業
務
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
被

告
が
そ
の
国
内
電
気
通
信
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要

な
意
味
を
有
す
る
業
務
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

原
告
が
本
件
訓
練
期
間
中
に
年
休
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
被
告
の

『事
業
の

正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
』
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。」
「も
っ
と
も
、

以
上
の
如
く
解
す
る
と
、
被
告
に
お
け
る
半
年
な
い
し

一
年
に
も
わ
た
る
長

四
〇
六

期
の
研
修
の
場
合
に
は
、
そ
の
間
は
、
被
告
の
職
員
は
労
働
者
に
権
利
と
し

て
保
障
さ
れ
た
年
休
権
の
行
使
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
労
働
者

の
年
休
権
を
侵
害
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
労
働
基
準
法
三
九
条
五
項
の
規
定
を
用
い
て
、
研
修
に
参

加
し
た
職
員
全
員
に
対
し
、　
一
定
の
時
期
に
集
中
し
て
一
斉
に
年
休
を
与
え

る
よ
う
に
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
年
休
権
と
の
調

和
を
図
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
事
情
は
、
被
告
の
研
修
期
間
中
の
年

体
の
請
求
に
対
す
る
時
季
変
更
権
の
行
使
に
つ
き
前
説
示
の
如
く
解
す
る
こ

と
の
妨
げ
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。」
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
に
お
い
て
、

従
前
集
合
訓
練
中
の
年
休
請
求
者
に
対
し
て
広
く
認
め
て
い
た
事
実
を
総
合

し
て
考
え
る
と
、
「原
告
の
本
件
に
お
け
る
年
休
請
求
に
対
す
る
被
告
の
時

季
変
更
権
行
使
が
適
法
で
あ
っ
て
ま
た
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
結

果
、
被
告
が
、
本
件
訓
練
を
欠
席
し
た
原
告
に
対
し
、
無
断
欠
勤
で
あ
る
と

し
て
本
件
譴
責
処
分
等
を
行
っ
た
こ
と
は
、
従
前
の
被
告
に
お
け
る
集
合
訓

練
中
の
年
休
請
求
者
に
対
す
る
取
扱
い
か
ら
み
て
、
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ず
、
権
利
の
濫
用
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」

こ
れ
に
対
し
て
被
告
会
社
が
控
訴
し
た
二
審

（東
京
高
裁
平
成
八
年

一
月

三

一
日
判
決

・
労
民
集
四
七
巻

一
。
二
号

一
頁
）
は
、
集
合
訓
練
へ
の
参
加

が
非
代
替
的
な
業
務
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
」
の
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
、
当



該
訓
練

へ
の
参
加
を
命
じ
ら
れ
た
職
員
が
訓
練
中
に
年
休
を
取
得
す
る
こ
と

が
お
よ
そ
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
は
、
相
当
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
年
休

取
得
に
よ
り
訓
練
の
一
部
を
欠
席
し
た
と
し
て
も
、
当
該
訓
練
の
目
的
及
び

内
容
、
欠
席
し
た
訓
練
の
内
容
と
こ
れ
を
補
う
手
段
の
有
無
、
当
該
職
員
の

知
識
及
び
技
能
の
程
度
等
に
よ
っ
て
は
、
他
の
手
段
に
よ
っ
て
欠
席
し
た
訓

練
の
内
容
を
補
い
、
当
該
訓
練
の
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
る

場
合
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訓
練
中
の

年
休
取
得
の
可
否
は
、
当
該
訓
練
の
目
的
、
内
容
、
期
間
及
び
日
程
と
、
年

休
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
当
該
職
員
の
知
識
及
び
技
能
の
程
度
、
取
得
し
よ

う
と
す
る
年
休
の
時
期
及
び
期
間
の
ほ
か
、
年
休
取
得
に
よ
り
欠
席
す
る
こ

と
に
な
る
訓
練
の
内
容
と
こ
れ
を
補
う
手
段
の
有
無
等
の
諸
般
の
事
情
等
を

総
合
的
に
比
較
考
量
し
て
、
年
休
取
得
が
当
該
訓
練
の
所
期
の
目
的
の
達
成

を
困
難
な
ら
し
め
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。」
「そ
う
す

る
と
、
年
体
の
取
得
は
、
労
働
基
準
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
労
働
者
の
基
本

的
な
権
利
の

一
つ
で
あ
る
か
ら
、
訓
練
中
は
お
よ
そ
年
体
の
取
得
が
許
さ
れ

な
い
と
す
る
の
は
相
当
で
な
く
、
訓
練
中
の
年
休
請
求
に
つ
い
て
は
、
前
掲

の
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
比
較
考
量
し
て
判
断
し
た
結
果
、
請
求
さ
れ
た

時
季
に
年
休
を
付
与
す
る
こ
と
が
当
該
訓
練
の
目
的
の
達
成
を
困
難
に
す
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
初
め
て
、
使
用
者
は
、
時
季
変
更
権
を
行
使
す
る
こ

職
業
訓
練
中
の
年
休
権
行
使

と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」

被
控
訴
人
の
年
休
申
請
を
認
め
た
場
合
、
本
件
訓
練
で
予
定
さ
れ
た
共
通

線
信
号
処
理
に
関
す
る
四
時
限
の
講
義
は
欠
席
す
る
こ
と
に
な
る
が
、　
一
部

で
あ
る
と
は
い
え
二
時
限
の
講
義
に
参
加
す
る
ほ
か
、
右
講
義
に
は
教
科
書

が
存
す
る
こ
と
、
被
控
訴
人
の
職
歴
及
び
職
務
内
容
に
伴
う
知
識
、
経
験
を

考
慮
す
れ
ば
、
「被
控
訴
人
の
努
力
に
よ
り
右
欠
席
し
た
四
時
限
の
講
義
内

容
を
補
う
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
現
に
、
被
控

訴
人
は
、
お
お
む
ね
普
通
以
上
の
評
価
を
も
つ
て
本
件
訓
練
を
終
了

（卒
業
）

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
訓
練
に
お
い
て
被
控
訴
人
が
同
月
二

一
日

の
一
日
間
の
年
体
を
取
得
す
る
こ
と
が
被
控
訴
人
に
つ
い
て
本
件
訓
練
の
目

的
の
達
成
を
困
難
と
す
る
と
ま
で
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
被
控
訴
人
が
右
同
日
に

一
日
間
の
年
休
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
控
訴
人

の

『事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
』
に
該
当
す
る
と
は
い
え
ず
、
控

訴
人
が
被
控
訴
人
に
対
し
て
し
た
本
件
の
時
季
変
更
権
の
行
使
は
、
労
働
基

準
法
二
九
条
四
項
た
だ
し
書
の
要
件
を
欠
く
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。」

四
〇
七
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含
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二
　
判
決
要
旨

原
判
決
破
棄

・
差
し
戻
し

原
審
の
確
定
し
た

「前
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
訓
練
は
、
上
告
人

の
事
業
遂
行
に
必
要
な
デ
ィ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
保
守
技
術
者
の
養
成
と
能
力

向
上
を
図
る
た
め
、
各
職
場
の
代
表
を
参
加
さ
せ
て
、　
一
箇
月
に
満
た
な
い

比
較
的
短
期
間
に
集
中
的
に
高
度
な
知
識
、
技
能
を
修
得
さ
せ
、
こ
れ
を
所

属
の
職
場
に
持
ち
帰
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
職
場
全
体
の
業
務
の
改
善
、

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
期
間
、
目
的
の
訓
練
に
お
い
て
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、

訓
練
参
加
者
が
訓
練
の

一
部
で
も
欠
席
す
る
こ
と
は
、
予
定
さ
れ
た
知
識
、

技
能
の
修
得
に
不
足
を
生
じ
さ
せ
、
訓
練
の
目
的
を
十
全
に
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
結
果
を
招
く
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
訓
練
の
期
間
中
に
年
休
が
請
求
さ
れ
た
と
き
は
、
使
用
者
は
、
当
該

請
求
に
係
る
年
体
の
期
間
に
お
け
る
具
体
的
な
訓
練
の
内
容
が
、
こ
れ
を
欠

席
し
て
も
予
定
さ
れ
た
知
識
、
技
能
の
修
得
に
不
足
を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
年
休
取
得
が
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ

る
も
の
と
し
て
時
季
変
更
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
。
被

上
告
人
は
、
本
件
訓
練
に
お
い
て
修
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
、
そ
の

四
〇
八

た
め
従
前
の
講
義
時
間
が
三
倍
に
増
や
さ
れ
て
い
た
共
通
線
に
関
す
る
講
義

六
時
限
の
う
ち
最
初
の
四
時
限
が
行
わ
れ
る
日
に
つ
い
て
年
休
を
請
求
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
当
日
の
講
義
を
欠
席
す
る
こ
と
は
、
本
件
訓
練
に

お
い
て
予
定
さ
れ
た
知
識
、
技
能
の
修
得
に
不
足
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が

高
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
被
上
告
人
は
、
交
換
課

の
平
成
元
年
度
に
お
け
る
唯

一
の
代
表
と
し
て
保
全
科
デ
ィ
ジ
タ
ル
交
換
機

応
用
班
の
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
上
告
人
の
右
修
得
不

足
は
、
ひ
い
て
は
、
交
換
課
全
体
の
業
務
の
改
善
、
向
上
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」

原
審
判
断
の
被
上
告
人
の
努
力
に
よ
り
、
欠
席
し
た
四
時
限
分
の
講
義
内

容
を
補
う
こ
と
が
十
分
可
能
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
右
欠
席
が
本
件
訓
練
の

目
的
達
成
を
困
難
に
す
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
点
に
つ
き
、
「
通
常
は
、

教
科
書
に
基
づ
い
て
自
習
す
る
こ
と
を
も
つ
て
四
時
限
の
講
義
に
よ
る
の
と

同
程
度
の
知
識
、
技
能
の
修
得
が
可
能
で
あ
る
と
は
解
さ
れ
ず
」
、
「集
合
訓

練
中
の
年
休
取
得
の
事
例
や
年
体
の
取
扱
い
に
関
す
る
原
判
示
の
事
実
も
、

本
件
に
お
け
る
年
体
の
取
得
が
本
件
訓
練
の
目
的
達
成
を
困
難
に
す
る
と
判

断
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。」

「以
上
に
よ
れ
ば
、
前
記
事
実
関
係
に
基
づ
い
て
本
件
の
年
体
の
取
得
が

上
告
人
の
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
た
原
審



の
前
記
判
断
は
、
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

右
の
違
法
は
原
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。」

〓
一　
研
　
究

労
働
者
が
年
休
を
行
使
す
る
に
あ
た
つ
て
、
そ
の
利
用
目
的
に
つ
い
て
労

働
基
準
法
三
九
条
は
と
く
に
規
定
を
し
て
い
な
い
た
め
、
考
え
方
の
対
立
が

あ

っ
た
が
、
現
在
で
は
、
憲
法
二
七
条
二
項
の
休
息
権
の
具
体
化
と
し
て
、

年
休
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ

き
で
あ
る
。
最
高
裁
も
、
国
鉄
郡
山
工
場
事
件

。
自
石
営
林
署
事
件

（最
高

裁
第
二
小
法
廷
昭
和
四
八
年
三
月
二
日
判
決

・
民
集
二
七
巻
二
号

一
九

一
頁

。

二

一
〇
頁
）
で

「年
次
休
暇
の
利
用
目
的
は
労
基
法
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
休
暇
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
は
、
使
用
者
の
干
渉
を
許
さ
な

い
労
働
者
の
自
由
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
法
の
趣
旨
で
あ
る
。
」
と
し
て
、

年
体
の
自
由
利
用
の
原
則
を
確
認
し
て
ぃ
だ

。
本
件
で
は
、
組
合
の
用
務
を

目
的
と
し
て
年
休
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
年
休
の
利
用
目
的
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
病
気
療
養
、
組
合
活
動

。
政
治
活
動
、

反
社
会
的
行
為
、
他
企
業
で
の
有
償
労
働
等
の
点
か
ら
検
討
誇
だ
、
こ
れ
ら

に
対
す
る
年
休
の
使
途
は
肯
定
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
、
こ

職
業
訓
練
中
の
年
休
権
行
使

の
よ
う
な
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
本
件
の
よ
う
に
年
休
を
と
つ
て
組
合
大
会

に
参
加
し
よ
う
と
、
使
用
者
は
干
渉
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
件
の
よ
う
な
利
用
目
的
の
年
休
申
請
に
対
し
て
、
そ
れ
自
体
か
ら
使
用
者

が
こ
れ
を
認
め
な
い
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
使
用
者
と
し
て
年
休
申
請

に
対
し
て
は
、
時
季
変
更
権
の
行
使
で
対
抗
し
う
る
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
が

適
法
に
行
使
し
う
る
か
ど
う
か
が
評
価
の
対
象
と
な
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
使
用
者
の
時
季
変
更
権
行
使
に
対
し
て
は
、
裁
判
所

は
、
厳
格
な
判
断
基
準
を
示
し
て
き
て
お
り
、
と
り
わ
け
代
替
勤
務
者
の
可

否
は
重
要
な
判
断
要
素
と
さ
れ
、
そ
の
観
点
か
ら
使
用
者
に
よ
る
代
替
労
働

者
の
確
保
の
努
力
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
件
の
よ
う
な
職
業
訓

練

（研
修
）
参
加
が
個
人
労
働
者
に
対
し
て
個
別
に
業
務
命
令
で
行
わ
れ
て

い
る
場
合
に
、
そ
の
業
務
に
代
替
勤
務
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
い
て
、
業
務
の
内
容
や
性
質
の
観
点
か

ら
そ
の
非
代
替
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
高
校
の
期
末
テ
ス
ト

当
日
に
お
い
て
、　
一
名
し
か
い
な
い
物
理
担
当
教
員
が
年
休
取
得
し
た
こ
と

に
つ
き
判
断
し
た
夕
張
南
高
校
事
件
で
は
、
出
題
教
師
は
試
験
実
施
時
間
中

在
校
し
、
必
要
に
応
じ
て
生
徒
の
質
問
に
応
答
し
若
し
く
は
試
験
問
題
に
誤

り
が
あ
っ
た
場
合
に
訂
正
す
る
等
不
測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

と
り
わ
け
科
目
担
当
者
が

一
名
の
場
合
に
は
、
そ
の
在
校
す
る
必
要
性
は
高

四
〇
九
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く
、
ま
た
試
験
日
程
の
振
替
え
が
事
実
上
で
き
な
い
事
情
の
も
と
で
は
、
当

該
教
員
の
代
替
性
は
乏
し
い
と
判
断
し
て
い
る

（札
幌
高
裁
昭
和
五
七
年
八

月
五
日
判
決

・
判
例
時
報

一
〇
六

一
号

一
二

一
頁
、
最
高
裁
第

一
小
法
廷
昭

和
六
二
年

一
月
二
九
日
判
決
労
働
判
例
四
九
四
号

一
四
頁
）。

ま
た
、　
一
泊
二
日
の
青
年
職
員
を
対
象
と
す
る
安
全
研
修
会
に
参
加
す
る

よ
う
出
張
命
令
を
受
け
て
い
た
労
働
者
が
当
該
日
に
年
休
申
請
し
た
事
案
に

お
い
て
、
「当
該
事
業
場
に
お
い
て
、
特
定
の
職
員
を
指
名
し
て
右
安
全
研

修
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
該
職
員
を
し
て
非
代
替
的
な
業
務
の
遂
行
を

命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
非
代
替
的
な
業
務
の
遂
行
を
命
じ
ら
れ

た
者
を
し
て
研
修
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
事
業
場
に
お
け
る
事
業

の
正
常
な
運
営
を
図
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、」
「時
季
変
更
権
を
行

使
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
も
の
と
み
と
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
し
て

い
る

（動
労
静
岡
鉄
道
管
理
局
事
件

。
東
京
高
裁
昭
和
五
二
年

一
月
二
六
日

判
決
労
民
集
二
八
巻

一
。
二
号
）。
さ
ら
に
、
専
門
性
の
高
い
取
材
記
者
が

約

一
カ
月
の
長
期
休
暇
の
申
請
を
し
た
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
代
替
性
確
保
の

困
難
性
を
あ
げ
て
、
使
用
者
の
時
季
変
更
権
行
使
を
適
法
と
し
た
時
事
通
信

社
事
件
最
高
裁
町
に

含
二
小
平
成
四
年
六
月
二
三
日
判
決

・
労
働
判
例
六

一

三
号
六
頁
）
も
、
そ
の
職
務
の
性
質
を
基
礎
に
年
休
期
間
中
の
業
務
の
非
代

替
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

四

一
〇

こ
の
よ
う
に
、
業
務
の
内
容
や
性
質
か
ら
非
代
替
性
に
つ
い
て
肯
定
し
た

判
例
は
、
結
論
と
し
て
時
季
変
更
権
行
使
の
適
法
性
も
肯
定
す
る
見
解
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
本
件
事
案
の
場
合
、
業
務
の
内
容
に
照
ら
し
て
代

替
性
が
あ
り
う
る
の
か
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
職
業
訓
練
や
研
修
は
、
当

該
労
働
者
本
人
に
特
定
さ
れ
て
行
わ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に

他
人
が
代
替
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
、

業
務
に
関
し
て
代
替
労
働
者
を
確
保
す
る
と
い
う
使
用
者
の
努
力
義
務
の
要

請
も
で
き
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

裁
判
所
の
時
季
変
更
権
行
使
に
関
す
る
判
断
基
準
に
立
っ
て
考
え
て
、
時
季

変
更
権
行
使
の
適
法
性
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

一
応
い
い
う
る
か
も
し

れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
業
務
の
非
代
替
性
か
ら
た
だ
ち
に
時
季
変
更
権
行
使
を

肯
定
す
る
と
し
た
ら
、
労
働
者
の
年
体
の
権
利
性
を
あ
ま
り
に
も
看
過
す
る

も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
裁
判
所
の
年
休
の
時
季
変
更
権

行
使
の
判
断
枠
組
み
は
、
労
働
者
の
年
休
権
を
重
視
す
る
立
場
を
基
本
的
に

支
持
し
つ
つ
、
年
休
取
得
に
よ
つ
て
影
響
を
生
ず
る
業
務
と
の
調
整
を
考
慮

す
る
と
い
う
視
点
か
ら
判
断
を
下
し
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ

て
、
業
務
内
容
に
非
代
替
性
が
な
い
職
業
訓
練
や
研
修
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ

て
も
、
本
最
高
裁
判
決
で
も
い
ち
お
う
認
め
る
よ
う
に
、
年
休
を
取
得
す
る



こ
と
に
よ
っ
て
も
、
予
定
さ
れ
た
知
識
、
技
能
修
得
に
不
足
を
生
じ
さ
せ
な

い
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
の
時
季
変
更
権
行
使
を
適
法
と
す
べ
き

で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
事
実
の
判
断
が
、
原
審
判
決
と
最
高
裁
判
決

に
お
い
て
大
き
く
異
な
り
、
結
論
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
最
高

裁
判
断
は
、
職
業
訓
練
や
研
修
の
内
容
に
関
し
て
企
業
側
の
必
要
性
を
こ
と

さ
ら
に
強
調
す
る
硬
直
的
理
解
し
か
示
さ
ず
、
労
働
者
の
年
休
権
と
の
調
整

的
視
点
を
閑
却
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
、
職
業
訓
練
や
研
修

の
目
的
や
期
間
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
修
得
自
体
に
柔
軟
性
が
存
在
し
う
る
場

合
も
あ
り
、
そ
の

一
部
で
も
不
足
し
た
と
き
に
そ
の
目
的
達
成
に
支
障
を
来

す
と
結
論
で
き
な
い
場
合
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
、

本
件
訓
練
の
実
情
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
自
習
の
可
能
性
な
ど
の
事
情
を
考

慮
し
て
時
季
変
更
権
行
使
に
つ
き
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
原
審
判
決
の
立

場
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
す
す
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
職
業
訓
練
や
研
修
期
間
中
の
年
休
に
関

し
て
は
、
年
体
の
制
度
趣
旨
や
こ
れ
ま
で
の
時
季
変
更
権
行
使
に
関
す
る
判

例
の
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
使
用
者
に
は
時
季
変
更
権
行
使
に
あ
た
っ
て
、

欠
席
し
た
こ
と
に
伴
う
職
業
訓
練
や
研
修
の
目
的
で
あ
る
知
識
、
技
能
の
修

得
の
不
足
と
い
う
事
態
に
対
し
て
は
、
補
習
さ
せ
る
よ
う
な
努
力
や
自
習
に

よ
っ
て
も
達
成
で
き
る
よ
う
な
支
援
が
ま
ず
は
求
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
は

職
業
訓
練
中
の
年
休
権
行
使

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
配
慮
に
よ
っ
て
も
、
当
該
年
休
取

得
に
よ
っ
て
、
職
業
訓
練
や
研
修
の
目
的
の
達
成
に
支
障
を
来
す
場
合
に
は

じ
め
て
、
使
用
者
の
時
季
変
更
権
行
使
の
適
法
性
を
肯
定
し
う
る
余
地
が
出

て
く
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
本
最
高
裁
判
決
が
示
し
た
見
解
に
立
つ
限
り
、
職
業
訓
練
や
研

修
期
間
中
の
年
体
の
時
季
指
定
に
対
し
て
は
、
使
用
者
の
時
季
変
更
権
行
使

が
原
則
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
職
業
訓
練
や
研
修
期
間
が
長
期

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
事
実
上
そ
の
期
間
に
お
い
て
は
労
働
者
の
年
休
権
が

な
い
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
職

業
訓
練
や
研
修
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
ま
ず
使
用
者
は
労
基
法
三

九
条
五
項
の
計
画
年
体
の
取
得
を
推
進
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
職
業
訓
練
や

研
修
が
長
期
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
逆
に
短
時
日
の
年
休
取
得
に
よ
る
職
業

訓
練
や
研
修
の
目
的
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
相
対
的
に
少
な
く
な
る
も
の
と

い
え
、
職
業
訓
練
や
研
修
期
間
中
の
短
時
日
の
年
休
指
定
に
対
し
て
は
、
前

述
し
た
よ
う
な
使
用
者
の
配
慮
義
務
を
要
請
す
る
見
解
に
立
て
ば
、
時
季
変

更
権
行
使
の
適
法
性
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
は
よ
り
少
な
く
な
る
も
の
と
考
え

２つ
。

四

一
一



法
政
研
究
五
巻

一
号

含
一〇
〇
〇
年
）

注（
１
）

労
働
と
余
暇
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
井
上
雅
雄

「労
働

。
余
暇

・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
四
九
九
号

一
頁
以
下
参
照
。

（２
）

労
働
省

「賃
金
労
働
時
間
制
度
等
総
合
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、　
一
九
九
三

年
の
取
得
率
五
六

。
一
％
か
ら
、
九
四
年
五
三

・
九
％
、
九
五
年
五
五
。
二
％
、

九
六
年
五
四

。
一
％
、
九
七
年
五
三
・
八
％
、
九
八
年
五
一
・
八
％
と
ほ
ぼ
逓

減
傾
向
に
あ
り
、
労
務
行
政
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
主
要
企
業
で
も

一
九

九
三
年
の
取
得
率
六
一
。
人
％
、
九
四
年
六
〇

・
八
％
、
九
五
年
六
〇

上
一一％
、

九
六
年
五
七

。
一
％
、
九
七
年
五
五
・
七
％
、
九
八
年
五
三

・
三
％
で
あ
り
、

同
様
に
逓
減
す
る
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
。
取
得
日
数
に
つ
い
て
は
、
労
働
省

調
査
で
九
八
年
九

。
一
日
、
労
務
行
政
研
究
所
調
査
で
主
要
企
業
九

・
七
日
で

あ
る

（労
政
時
報
三
四
三
二
号
二
頁
以
下
）。

（３
）

年
体
の
取
得
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
は
、
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
「要
員

。
人
材
不
足
」
が
七
五
。
九
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

「仕
事
量
の
増
大
」
が
五
九

・
八
％
、
「職
場
の
同
僚
へ
の
気
兼
ね
」
が
四
人

・

〇
％
と
続
い
て
い
る
。
こ
の
数
値
が
示
す
性
格
を
総
じ
て
言
え
ば
、
年
体
の
取

得
率
が
低
い
の
は
、
あ
げ
て
企
業
側
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う

（連
合
生
活
総
合
開
発
研
究
所

「
一
人
○
○
労
働
時
間
実
現
に
向
け
て
の
課
題

に
関
す
る
実
態
調
査
」
労
政
時
報
三
三
七
五
号

一
七
頁
）。

四

一
二

（
４
）

弘
前
電
報
電
話
局
事
件

。
最
２
小
判
昭
６２

・
７

・
１０
民
集
四

一
巻
五
号

一
二

二
九
頁
、
横
手
続
制
電
話
中
継
所
事
件

。
最
３
小
判
昭
６２

・
９

・
２２
労
働
判
例

五
〇
三
号
六
頁
、
電
々
公
社
関
東
電
気
通
信
局
事
件
最
３
小
判
平
元

・
７

・
４

民
集
四
三
巻
七
号
七
六
七
頁
。

（
５
）

年
体
の
自
由
利
用
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「年
休
権
と
年
休
闘
争
」
法

政
研
究
三
巻
三

・
四
号
二
〇

一
頁
以
下
参
照
。

（
６
）

拙
稿

「年
休
権
の
行
使
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
」
法
経
研
究
四
四
巻
四
号

一
六

五
頁
参
照
。

（
７
）

時
事
通
信
社
事
件
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「長
期
休
暇
請
求
と
時
季
変

更
権
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
八

一
号

一
六
四
頁
以
下
参
照
。


